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 演出 西尾栄儀 

ピアノ 夏目順子 

電子ピアノ 内田有紀 

指揮 藤村記一郎   

名古屋市芸術創造センター 会場 
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＜開場は開演３０分前＞ 

愛知子どもの幸せと平和を願う合唱団  
事務局：藤村 TEL・FAX：0561-58-4351  メール：kiichiro2003@ybb.ne.jp 

脚本 清水則雄   作詞 清水則雄・すげの正寿  作曲 藤村記一郎 

制作 愛知子どもの幸せと平和を願う合唱団 

主催 

 

提供：あぶくま高原遊雲の里ファーム「ヤゴ」 「バックトゥザ・フーちゃんⅡ」より「どろんこ天国」イメージ画 



 

 
 
 東日本大震災から 3 年目の 2014 年、私たちは原発をテーマにした創作ミュージカル「バックトゥザ・フ

ーちゃん」を上演し、大勢の方々に鑑賞いただきご好評をいただきました。 
 東日本大震災から 10 年目を迎える今、被災地の現状は、人々の思いはどうなのか…。 

出演する子どもたちも含め、被災地福島に足を運び、現地の状況に触れ人々と交流する中で、被災地の思

いを伝えたいという気持ちを深め、「バックトゥザ・フーちゃん」の続編として「バックトゥザ・フーちゃ

んⅡ」の創作上演に取り組んでまいりました。 

 コロナ禍の中で練習もままならず、入場者数の制限等も加わり厳しい状況の中ではありましたが、この

舞台で少しでも私たちの思いが、被災地の人々の思いが、皆様に伝えられたら幸いに存じます。  

愛知子どもの幸せと平和を願う合唱団      

団長 清水 則雄(脚本・作詞） 

 

福島原発事故１０年、福島を思い 子どもたちの未来を考え 大人と子どもと世代を越えて創る！ 

２０１１年の福島第１原発爆発事故によって、たくさんの方々が家族を、仕事を、学校を、ふるさとを

奪われ、今も何も解決していません。それどころか、全国各地の原発で再稼働をすすめようとしているの

がこの国です。私たちは、合唱団として事故の１０年目にあたり、どうしても今の思いを、そして福島の

現実を描きたいと考えました。 

そんな折の新型コロナパンデミックに、合唱団としては、ほんとに音楽会ができるのか、何度も立ち止

まりながらも、ようやくここまで来ることができました。何度も福島を訪れ、今回のミュージカルの成り

立ちに深くかかわる二本松市の菅野正寿さん、浪江町津島地区で国と東電を相手に「故郷を返せ」と訴訟

をされている三瓶春江さん、はじめ多くの方々のお話を伺い、学びました。 

今回、とてもうれしいのは、前作の「フーちゃんズ」メンバーのほとんどが成長し、高校生・大学生と

なって登場すること。それに続く「ユーちゃんズ」も元気に活躍していること。その多くは、８月の合唱

団福島ツアーに参加し、現地を実際に見て、高い目的意識を持って今回の公演に臨んでいることです。 

「コロナのおかげ」で、今までは考えもしなかった「公演の映像配信」、遠くて見に来られない方にも

楽しんでいただくことが可能となりました。困難な時代も創意工夫でたくましく前を向いていきます。 

公演の実現のために惜しみないご協力、ご支援をいただいた多くの皆様に心より感謝いたします。 

（作曲・指揮 藤村記一郎） 

                         

福島を思う熱いハーモニー 

コロナ禍は、全員が一堂に会しての稽古を満足にさせてくれませんでした。出演者、ｽﾀｯﾌが集ま

ると６０名を超え、体育館ほどの会場でなければ全員での稽古はできないのです。そんな場所は何

度も借りられず、仕方なく二部屋に分かれて稽古するか、何人かがやむなく廊下・ベランダで待機

しました。それでもこの集団はたくましく、知恵を絞って練習計画を立て、ズームを活用し、励ま

しあいながら練習して来ました。ミュージカルをやりたい、みんなで歌いたい、ダンスがしたい、

芝居がしたい、何より福島の声を届けたい、こうした熱い思いがこの舞台に詰まってます。 

舞台芸術は生です。私はその生の空気感を大事にしています。芝居に加えて今回、歌（合唱）から

かもし出されるハーモニー・空気感には人の心に直接訴える熱い思いが詰まっています。原発をな

くし、原子力に頼らない世界の実現に向け力になればと。 

（演出 西尾栄儀） 

ご あ い さ つ 



 

 

 

合唱ミュージカル「バックトゥザ・フーちゃんⅡ」 

         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プ ロ グ ラ ム 

脚本 清水則雄 

作詞 清水則雄 菅野(すげの)正寿 

作曲 藤村記一郎 

制作 愛知子どもの幸せと平和を願う合唱団 

M1 幽霊博士       M６ あのふるさとを        M11 土の力稲の力 

M2 タイムマシーンの歌  M７ 生きる                        M12 ユーちゃんズのテーマ 

M3 あやしいぞ      M８ 時を止めた街         M13 福島の声を 

M4 阿武隈の詩      M９ ベクレル・グレイ・シーベルト M14 未来をひらこう 

M5 どろんこ天国     M10 花にこめて          M15 いちばんたいせつなもの 

指揮      ／藤村記一郎 

演出            ／西尾栄儀 

ピアノ     ／夏目順子 

シンセサイザー ／内田有紀 

客演      ／武藤佳子 柴田哲 

        ／山本高栄 

合唱      ／愛知子どもの幸せと 

          平和を願う合唱団 

協力／あぶくま高原 遊雲の里ファーム 

            菅野正寿     

美術・舞台監督   ／井上知也 

照明        ／坂下孝則（舞光舎） 

音響        ／田牧浩（ties） 

発声指導      ／鳴海卓 武藤佳子 

           淺野淑子 

振付         ／アカギ萌絵 

衣装コーディネーター／壷内優希 

映像        ／清水則雄、赤木萌絵 

映像オペレーター  ／梅本陽向 

チラシデザイン   ／雨宮都与子 

           

 出  演  者 

フーちゃん ／赤木萌絵    ユーちゃん ／高木明日葉     フーちゃん母 ／清水由紀子 

アヤ    ／寺西知鶴    アキラ   ／清水大一陽     ノンちゃん母 ／武藤佳子 

リサ    ／雨宮由里子   ダイキ   ／壷内崇耀      幽霊博士   ／清水則雄 

サキ    ／宮崎葵     トシキ   ／的場理音      杉野     ／柴田哲 

慎也    ／寺西亮馬    フー太郎  ／荒木優弥      杉野の妻   ／清水章恵 

ノンちゃん ／髙橋歩     ナナミ   ／清音葉       良枝     ／壷内優希 

子どもたち ／尾関恵瑠 度會翔愛 荒木結衣 水野桐弥      大山     ／山本高栄 

       柴田耕一郎                    荻野     ／林明子 

黒い人たち ／脇谷直樹 中井幹子 橋本恒司 安藤太一      佐藤     ／近藤直門 

福島の人々 ／雨宮都与子 立川努                受付員    ／渡辺芳美 

町民    ／脇谷裕乃 平松美磨 家田麻里           司会者    ／加藤英昭 

声の出演  ／三瓶春江 

  

子ども     赤木萌絵 雨宮由里子 荒木結衣 荒木優弥 尾関恵瑠 清音葉 柴田耕一郎       

清水大一陽 高木明日葉 高橋歩 壷内崇耀 寺西知鶴 寺西亮馬 的場理音       

水野桐弥 宮崎葵 度會翔愛     

ソプラノ  赤木香里 雨宮都与子 井本富子 小崎真紀子 清水章恵 清水由紀子 鈴木友子 

      世古真凜 壷内優希 林明子 平松美磨 古澤敦子 度會美世子 

アルト   秋江寿枝 阿知和公子 家田麻里 中井幹子 新美ゆかり 長谷川里子 林留美子 

      髙橋広美 寺西美予 永見加代子 的場彩子 松田久子 脇谷裕乃 

テノール  安藤太一 加藤英昭 清水則雄 立川努 橋本恒司 

バス    近藤直門 脇谷直樹 渡辺芳美 



 

 

愛知と福島の絆がつなぐミュージカル 

東日本大震災と原発事故から 10 年が経ち、これまでずっと福島に向き合い、寄り添い、ご支援をいただいた

ことに感謝しています。「現場にこそ真実がある」との思いで帰還困難区域や田んぼや畑やビオトープにも足を

運んでいただいた団員の皆さんの心に胸が熱くなります。大学研究者と住民との協働で導いた「土の力」やどん

な困難も「仲間の力と地域の力」で乗り越えられるということを福島から発信していきたいと思います。 

あたりまえの暮らし、美しいふるさと、大切な命を守っていくために戦争も原発もいらないということを愛知

と福島をつないで歌い続けていくこと、それが子どもたちの未来への架け橋になると信じて一緒に歩いていきま

しょう。 

すげの正寿 

「バックトゥザ・フーちゃん」を多くの方に 

福島原発事故から１０年目を迎えるこの年に再び「バックトゥザ・フーちゃん」を１０年の経過を踏まえて公演するこ

とはとても意義のあることだと考えています。当時、震災をテーマにした音楽はたくさん創られ発表されてきました。し

かし私達福島に暮らす人々にとって、何か私達の思いとかけ離れたものとして感じた事を正直に吐露します。その中で、

「バックトゥザ・フーちゃん」は、私も子どもたちと学習発表会用に（時間が制限されているので）再編して発表しまし

たが多くの子どもたち保護者に受け入れられました。それは、そこで暮らす人々にとって共感を伴って受け入れられたと

思っております。あの時の子どもたちも（福島発ぞう列車で愛知の合唱団のお世話になった）もうじき二十歳を迎える事

になります。私も教職を離れて５年目を迎えます。今は次の世代にきれいな大地を手渡すために畑で無農薬野菜作りに取

り組んでいます。１０年経った今でも避難している間に亡くなった方は２０００人を越え、未だにふるさとに戻れない人

は６万を越えているのです。その方々と共に生きていくであろう「バックトゥザ・フーちゃん」を多くの方に「聴いて、

観て」いただきたく思います。 

福島県公立小学校 元教員 大谷敏彰 

 

 

福島原発事故を忘れない皆様にありがとう 

本日の音楽会開催おめでとうございます。 

皆さんは、この発表会に込められる思いから福島の帰還困難区域である私達のふるさと津島まで遠い中おいで

になりました。ご自分の目で見なければ福島の苦しさを伝える事が出来ないとの思いだと感じ感動いたしており

ます。人の辛さや苦しさを知ろうとする、その思いこそが聞いて戴ける方の心に伝えるものだと思います。 

私達も、世界で二度と原発事故が起こらなくするために、原発事故被害の経験者として多くの人たちに伝え続

けなければならないと思います。 

将来を担う皆様の平和と幸せを祈り、今後も皆様のご活躍を福島の空から応援しています。 

津島原告団 三瓶春江 

 

 



幸せ運ぶうたの力全開！！ 

名だけで終わった「復興五輪」。元首相のアンダーコントロール演説から 8年、福島第一原発の廃炉作業はお

ろか、汚染水対策もままならぬ現状は「アウトオブコントロール(制御不能)」に等しいものです。政府方針で海

洋放出処分となれば、漁業関係者への打撃は必至で、地元周辺では強い反対の声が上がっています。 

このような中、珠玉の作品を世に問い続けている愛知子どもの幸せと平和を願う合唱団が「バックトゥザ・フ

ーちゃんⅡ」の上演により「福島の今」を伝えてくださいます。 

人は誰しも幸せを願います。幸せとは、「深遠な知識をもつことであり、その知識とは嘘と真実、低俗なものと

高尚なものを見分ける力」です。今日の音楽会を介して、歌い手と聴き手の二極が共鳴しあい、その「力」がさ

らに大きく広がっていくに違いありません。 

平和への願い、生きる力への想いを伝え広げている貴団のますますの発展と今音楽会のご成功を心からお祈り

いたします。 

日本のうたごえ全国協議会会長 田中嘉治 

 

20２１子どもの幸せと平和を願う音楽会 

合唱ミュージカル「バックトゥザ・フーちゃんⅡ」 開催おめでとうございます 

東日本大震災、福島原発事故から10年目を迎えます。生活を奪われ福島県内外に避難された方々は今でも 3

万 5千人、未だ帰れない状況にあります。こうした人たちに、こころ寄せて合唱ミュージカル「バックトゥ

ザ・フーちゃん」が8年ぶりに再演される。今回は当時出演した子供たちと一緒に福島を訪ね、体験を通して

「福島の今を伝えたい」という思いで練習されてきたと聞いて、このミュージカルの芯がはっきりと見えてき

た。 

10 年の時が流れ、怒り、喜び、別れ、そして子どもたちの成長と、日々の暮らしの中から明日への希望が見

えてくる、そんなステージに大いに期待が膨らみます。 

私たちが今成すべきこと、福島の現状を風化させることなく、うたごえで繋いでゆくことだと思います。 

共にがんばりましょう 

愛知のうたごえ協議会議長 舟橋幹雄 

「バックトゥザ・フーちゃんⅡ」コンサートによせて 

「バックトゥザ・フーちゃんⅡ」コンサートの開催、おめでとうございます。 

私は、「バックトゥザ・フーちゃん」2014年初演コンサートの準備のときに藤村先生にお声をかけていただき、

当時、小学校教員時代に手がけた「子どもと共に創った原発の学び」の実践について合唱団の中で紹介させてい

ただきました。 

当時、2011 年度から 2012 年度に担任した小学生は一様に原発事故に恐怖を抱き、また怒ってもいました。

その怒りは大人の想像をはるかに超えるもので、「先生、大人たちはなぜこんな危険なものを造ったのか」と、迫

る勢いのものでした。当時の教え子の中から、この合唱団で歌ってくれる子どもが何人か現れて、感無量だった

記憶があります。このコンサートが成功されることを願っております。 

澤田好江 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

プロ フィー ル 

作曲・指揮 
藤村記一郎 作曲家・指揮者。名古屋大学工学部電気科卒。元名古屋市立高校

数学教諭。現在、名古屋青年合唱団、愛知子どもの幸せと平和を願

う合唱団、ほか多くの合唱団で指揮。日本のうたごえ全国協議会常

任委員・創作部会責任者、JASRAC 会員。 

主な作品に、「ぞうれっしゃがやってきた」「ちいちゃんのかげお

くり」「とべないホタル」「カネト」「サラサとルルジ」「海を渡った

エイミー」などミュージカルの他、合唱曲・器楽作品など 

 

脚本・作詞 

清水則雄 
 1963 年名古屋学生合唱団に入団、合唱を始める。1970 年代から、

うたごえサークル「ぶらんこ」で作詞活動開始。現在、愛知子どもの

幸せと平和を願う合唱団、団長。 

 脚本構成・作詞を手がけた主な作品：合唱構成「青春は嵐の中に」

合唱構成「ぞうれっしゃがやってきた」合唱組曲「子どもの人権宣

言」「とべないホタル」「ぞうのつばさで」合唱ミュージカル「グリッ

クの冒険」等など。 

演出 

 西尾栄儀（しげよし） 

演出家、演劇ワークショップ講師、元劇団うりんこ  

劇団うりんこで俳優・演出家として 45 年間活動。運営委員長・研究

所所長など努める。 

小学生・高校生・大学生・教師等幅広く演劇ワークショップ・講師を

行っている。 

主な出演作品（全 44 作品） 

「真夏の夜の夢」 「三文オペラ」 「コーカサスの白墨の輪」 

「ブッダ」  

主な演出作品（全 26 作品） 

別役実作「帰ってきたピノッキオ」 ワイルダー作「わが町」 

 北村想作「雪をわたって」「オズのクリスマス」「想 稿・銀河鉄道

の夜」 

名古屋市民朗読劇 ごんぎつね 3 部作  

 

ピアノ 
 夏目順子 

桜丘高等学校音楽科を経て、東京音楽大学音楽学部音楽学科器楽（ピア

ノ）専攻卒業。東海地方を中心に、ソロ・アンサンブルで演奏活動を行い、

「新城吹奏楽団」や「ほうらい吹奏楽団」とピアノコンチェルトを共演。 

また、合唱団伴奏者として、全国各地のみならず中国・チェコでの公演に

も参加。「ぞうれっしゃがやってきた」をはじめとする、作曲家藤村記一郎

氏の多数の作品の上演に関わる。 

 現在、「夏目順子ピアノ教室」主宰。 

ソレイユコーラス・合唱劇「カネト」をうたう合唱団・愛知子どもの幸せ

と平和を願う合唱団、各団常任伴奏者。 

 ユニット「Fleur」・「eju」・「wing」・「Coco Ange」「le bonbon」・

「Ravis Sons des JMY」・「pole pole」各メンバー。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

2017 年岡崎市制 100 周年記念音楽劇「夢結ぶ～大きなくすのきの

下で～」の医師役をはじめ、愛知子どもの幸せと平和を願う合唱団に

は 2014 年「バックトゥザ・フーちゃん」町長役、2015 年「ぞうれっ

しゃがやってきた」で軍人役、2018 年「海を渡ったエイミー～青い目

の人形物語」で軍人役、2019 年ミュージカル「ぞうれっしゃ～とど

け！ぼくらのねがい～」に園長役で出演している。 

名古屋青年合唱団、合唱団西三河所属 

 

 

声楽を渡部千枝氏、鳴海卓氏に師事。名古屋青年合唱団６４期研

究生として入団。団ソリストのほか、名古屋二期会公演などにも多

数出演。合唱団、女声コーラスなど多数指導。2008 年に故林光氏

を招いてリサイタルを開催。2015 年シンガーソングライター原田

義雄氏との CD「夢をまく」をリリース。 

 現在、名古屋青年合唱団団長、愛知のうたごえ協議会副議長、日

本のうたごえ全国協議会常任委員。名古屋二期会準会員。2022 年

５月 2 回目のリサイタル予定。 

 

熊本県熊本市出身。 

愛知県立芸術大学音楽学部声楽専攻卒業。渡米し、ジュリアード音

楽院講師による合唱指揮マスタークラス、音楽教育法クラスを修了。

声楽を佐久間伸一、戸山俊樹の諸氏に師事。合唱指揮を三澤洋史、本

山秀毅（大阪音楽大学付属音楽院 合唱指揮マスターコース）、雨森文

也、大谷研二（全日本合唱連盟 指揮法マスタークラス）の諸氏に師

事。 

学校機関をはじめ、多数の合唱団の指導にあたる。音楽教育誌「教

育音楽」の執筆、教員を対象とした教育委員会主催の講座の講師や合

唱コンクール・コンテストの審査員、日本のうたごえ祭典 全国大会審

査講評委員なども務める。愛知県合唱連盟理事。 

 

 

 

愛知県明和高等学校音楽科を経て、名古屋音楽大学音楽学部器楽学科ピアノ

専修卒業。同大学のピアノ専攻生演奏会、ピアノ協奏曲の夕べ等に出演。2003

年ポーランドクラクフ室内管弦楽団と共演。2005 年ロシア、2006 年スペイ

ン・ドイツ(ハイデンハイム)、2008 年ドイツ(ベルリン)、2010 年ドイツ(ウ

ルム)、2014 年ドイツ(ハイデンハイム)・ハンガリー、2016 年イタリアへ、

犬山交際交流合唱団(コールハルモニア)の伴奏者として招かれた。 

現在、OH！人生男声合唱団、つなごういのち守る手「マ・モルテ」、女声合

唱団ジョイフル、常任伴奏者。ヴァイオリン・チェロ・ピアノのトリオ「Liebe」、

ピアノ連弾デュオ「Coco Ange」、アンサンブルユニット「wing」、「Ravis Sons 

des JMY」メンバーとしてアンサンブル活動も行っている。 

シンセサイザー 
 内田有紀 

ソロ 
 柴田哲 

ソロ 
 武藤佳子 

ソロ 
 山本高栄（たかひで） 



初演「バックトゥザ・フーちゃん」から待望の「バックトウザ・フーちゃんⅡ」ができるまで 

 

①「バックトゥザ・フーちゃん」初演ではどう取り組んだか 

「ミュージカルやりたい！」 

子どもたちの声が始まりだった。ここから毎年、幸せ合唱団は創作ミュージカル公演に実行委員会体制で

取り組むことになる。年々成長する子どもたちが主人公となって活躍できる作品を、台本を書き、作曲・編

曲して、音楽会を成功させる～子どもも大人も夢を大きくふくらませる取り組みの始まりである。 

2011 年 3 月の東日本大震災と福島原発の事故を受けて、団長の清水則雄が「今、私たちにできること

は何か？」を問いかけ、原発事故をテーマに作品を創ることが決まった。 

「愛知子どもの幸せと平和を願う合唱団」と「親と子のみどりの杜合唱団」との合同公演 

 「フーちゃん」初演は、創立以来、藤村記一郎の曲を歌ってきた 2 つの合唱団の合同公演として取り組

むことが決まり、創作会議や音楽会実行委員会も合同で行われた。毎月、郊外の喫茶店で、夕食をとりなが

らの創作会議。練習は、長久手市や日進市で行われ、名古屋から毎週通った。二つの合唱団の性格が大きく

異なるなか、戸惑いながらも、子どもも大人たちも素敵な交流が深まった。 

調べて学んで創るミュージカル 

翌年 11 月から創作プロジェクト会議が始まった。原子力発電や福島の事故のことを調べる。 

瑞浪市の超深地層研究所に子どもたちと出かけた。「山の水や土がきれいなままがいい。原発のゴミを埋

めないでほしい」。「福島教育のうたごえなごみ～ず」の大谷敏彰先生たちと交流をして、地震と事故とその

後の学校の様子を聞いた。福島大学の丹波史紀先生のお話「3.11 から 2 年 福島は今」を聴き、家族で愛

知県に避難されている小野佳奈さん、鈴村ユカリさんのお話も聞いた。小学校で原発の授業をされている澤

田好江先生にも来ていただいた。 

それらの学習の中で、団員から台本への意見がたくさん出て、子どもたちの声が「フーちゃんズのテーマ」

のセリフになり、原発事故に憤る団員の声が「電気を使え」のラップになり、避難されている方のふるさと

福島への思いが「あのふるさとを」の歌詞の一部になった。 

福島との交流 大人も子どもも 

 「なごみ～ず」との交流だけでなく、宮城での全国教育のうたごえ交流会では、津波被害の現地を訪れ、

宮城県七ヶ浜のミュージカル団体との交流も。被災状況の映像も観た。被災地で、主権者として育つ子ども

たちと一緒に町の復興を考え実践する教職員と、数字で測れる学力向上を推し進めようとする行政や学校

管理職との立場の違いを改めて思い知らされる交流もあった。 

2013 年 10 月長久手公演 1000 名、2014 年 1 月名古屋公演 1500 名 

 主役となる子どもキャストは、みどりの杜フーちゃんズと幸せフーちゃんズ。大人キャストも一部ダブル

キャスト。いのこ福代さんの子どもの意思を中心にすえる演出のもと、それぞれ競い合いながら難しい練習

日程を乗り越えて練習を積み重ね、意欲的な演奏を創り出した。 

 

 

 

 

 

 

 



②続編「フーちゃんⅡ」の創作について 

「フーちゃんⅡ」のテーマは？ 

 原発事故 10年目の 2021年に「フーちゃん」の続編を！と、2019年 12月に台本検討会が始まった。テ

ーマは、「原発反対、自然エネルギーへの転換を正面に打ち出す」のではなく、「フクシマを忘れるな」、知

らないこと・知らされていないことがたくさんある現実を見つめて作品とする。「タイムマシンで未来に行

く」、「成長したフーちゃんズ」、「事故から 9 年、忘れられた原発事故と東京 2020 オリンピック誘致」、

「人々は社会が変わることを望んでいるのか？」など、台本の構想にかかわる意見が活発に交換された。 

2021年 6月公演をめざして台本作りが始まった。「フーちゃん」初演の曲の中から続編に残す曲が決ま

った。「タイムマシンのうた」「あのふるさとを」「いちばん大切なもの」。1 月には、台本と作詞の清水と、

作曲の藤村による福島訪問。２月にはさらに 6 名に増えての福島学習ツアー。台本にも登場する「遊雲の

里」の菅野正寿さんに直接お会いして「阿武隈の詩」「土の力稲の力」の詩を預かった。 

タイムマシンを爆破する幽霊博士 

 怪しげな外国人が幽霊博士の研究を悪用しようと近づいてくる。科学の粋であるタイムマシンが悪用さ

れることをおそれた博士は、「ドッカーン」と爆破してしまう。「悪役外国人」と「爆発」には賛否両論、タ

イムマシンはフーちゃんズの思い出話として登場するだけになった。その代わりとして登場するのが大提

灯を原発施設内に運んでしまう「転送装置」と「陰」たち。 

フーちゃんズからユーちゃんズへ 

 ８年前の初演で小学生だった子どもたちが、高校生・大学生へと成長し、先輩「フーちゃんズ」を演じて

いる。その後に入団した小学生が「ユーちゃんズ」を結成して、YouTubeを駆使して活躍している。時の

流れの速さを感じずにはいられない。ドラえもんは通じない。ポケモンなら知ってるけど。でも田んぼビオ

トープで夢中になって「どろんこ天国」を遊ぶ子ども像は変わらない。 

③音楽会の成功に向けて 

そしてコロナがやってきた 

しかし 2020年 2月新型コロナの感染爆発が起きて、あらゆる日程が延期を強いられた。3月の下見ツ

アーは中止。介護や看護・保育の現場で働く団員は休団。練習はしばらくお休み、Zoomを活用して自宅で

の個人練習、夏目順子さんの素敵なピアノ伴奏の映像にやる気がみなぎった。会場が使えるようになっても、

定員の半分の人数制限での練習、それは今も続いている。 

2021 年 12 月に公演の延期を決める。会場を確保するための苦肉の策、火曜日から日曜日まで最大日

程を申請。音楽会の日程が決まった。しかし従来は最大 3 日間のホール使用を 6 日間としたので、財政が

ひっ迫。通常の練習も、人数制限のために他にもう一部屋借りて、使用料が 2 倍に。さらに観客席も推奨

観客数が定員の半分のため、3 回公演でも 750 人しか観客を入れられない。予算建てに大変苦労を重ね、

団員からの拠出金、練習追加費の徴収、さらに協賛金を従来の 3 倍以上集める目標をたて、オンライン配

信も決めた。 

コロナにめげない合唱団 

 まだコロナが猛威を奮いワクチンも高齢者中心だった 8 月に合唱団としての福島学習ツアーを、大人・

子ども 17名で決行。詳細は雨宮都与子の報告に譲る。練習は、マスクと検温・消毒・換気に努め、二酸化

炭素濃度を計測し、密を避けてパート練習などの工夫を重ねて本番 1 カ月前を迎えた。まだまだ思うよう

に練習ができない状態が続いている。練習計画チームは毎回の練習計画作成にあたり、団員の声を聴き、工

夫を重ねた。最高の演奏とダンスを届けようと今まで以上の協力体制を築いている。 

 どんな時も、夢をあきらめることなく、苦境を逆手にとって楽しむことができるリーダーのもと、幸せ合

唱団は子どもも大人も夢に向かって進み続ける！                    （家田麻里） 









津田綾子 永田啓子 澤田修 西尾公男 東嶋純 近藤久乃

杉本典夫 柴坂秀樹 田中由美 鈴木陽一 住田珠江 武久貴美

須田雅子 田中八重 加藤ゆかり 林綾子 沼本紀子 中林富子

永見哲夫 遠山洋子 山本明良 林信吾 座間味れい子 中川侑咲

世古真凜 三枝由紀 小田前朋子 松本法彦 天久明美 片桐恵子

佐々木淑子 河﨑美栄子 與語真紀 津波多佳子 玉寄勝子 Miyuki Sugiura

伊藤友子 左右木兼光 長谷川里子 石田佳子 諸見里えつ子 古橋智子

家田修 宮田丈二 雨宮秀樹 平賀晴子 末松達也 藤本政男

武藤佳子 種村正子 坪井勇 石川政春 高橋雅子 小山田汐帆

度會美広 長澤はるみ 田中直美 相川千枝子 川手まりこ 小林義明

柴田昌治　 湯澤しず 壷内暸智 石田意久 川手正光 荻野嘉美

柴田良子 加藤智子 壷内志津佳 柳下文子 片野博子 深谷佐智子

柳澤史樹 野村頼子 浜口智子 垂水恵子 田中泰久 小崎真紀子

秋江寿枝 一色美智子 新美遥 辻村久江 波多野和子 伊東恵子

浅野文雄 糸魚川八代 丸山健児 伊藤百合子 高木和也 鈴木貴久江

糸賀真知子 可児恒子 山守憲二 松田功好 雨宮麻衣子 立松暁一

小嶋健二 田口常三郎 福岡真弓 松田知也 赤木萌絵 山本ふき子

林明子 石井ひろみ 田巻紘子 齋藤啓美 荒木誠児 友石勝

澤田好江 石野洋子 永見加代子 齋藤智子 清水由紀子 斉藤一正

藤山幸男 三宅由美子 齋藤清 中易潤 西岡芳子 宮城春義 

若尾真理子 林鉄夫 阿部和子 江口久枝 望月賢 高橋厚子

前田光男 林道子 白谷元弘 木村徹 榊原紀子 後藤康子

根来慶子 水野恵子 野田珠生 服部秀子 牧野茂子 古澤敦子

久世侚子 梅村淳 秋田光代 三浦節子 髙木美由紀 辻下民子

岩橋直美 塩塚耕治 阪本美慧子 越川有希 小田前美恵子 奥村茂治

川野和子 林秀治 大井智世子

日進点字クラブポツポツ

いずみの森合唱団

「宮津・与謝ぞうれっしゃをうたう会」有志 (順不同・敬称略）

協賛金ありがとうございます

松戸教職員合唱団てだぬふぁ

ペインテクニック整体MAX

乙訓教職員合唱団杉の子クレッシェンド

全国障害者問題研究会愛知支部
株）チックトラベルセンター

その他にも大勢の皆様
神奈川ぞうれっしゃネットワーク井之下勝彦



★愛知子どもの幸せと平和を願う合唱団のあゆみ 

1977年：6月、愛知教職員合唱団として設立。以来全国で歌われていた｢大きな樹｣、｢光れ中学生｣など演奏。 

1984年：8月、全国教職員のうたごえ祭典（愛知開催）にて｢青春は嵐の中に｣創作・初演（県勤労会館）。 

1985年：3月、｢愛知子どもの幸せと平和を願う合唱団｣と改称。 

1986年：3月、合唱構成｢ぞうれっしゃがやってきた｣（以下「ぞう」と略） を創作・初演（市教育センター）。 

1987年：合唱団オリジナル愛唱曲 CD「おばけの涙」出版。 

1988年：11月、「ぞう」オーケストラ版公演（愛知県勤労会館）、１曲追加「本物のぞうが見たい」。 

1989年：8月、ゾウ列車が走って 40年、ゾウ列車を東京～名古屋で走らせる。全音楽譜より「ぞう」出版。音楽センターより

CDレコーディング・出版。 

1990年：5月、合唱組曲｢子どもの人権宣言｣創作・初演（市公会堂）。 

1992年：6月、愛知芸術文化センター＜こけら落とし＞のコンサートにて｢ぞう｣の一部を、初のブラスバンド伴奏(蒲郡市吹奏楽

団)で演奏。 

1993年：6月、藤村記一郎作品コンサート 合唱組曲｢恐竜の伝言｣、合唱劇｢ピカドンたけやぶ｣他、30曲以上を、20以上の合

唱団、演奏家とともに演奏。（県勤労会館 2日公演）。 

1995年：6月、合唱組曲｢ちいちゃんのかげおくり｣改作・演奏（県勤労会館）。 

1997年：6月、合唱組曲｢とべないホタル｣ 創作・初演（ウイルあいち）。 

1998年：３月、団創立２０周年誌発行。「ぞうのつばさで」創作開始、ぞう列車が走って５０周年行事準備。 

1999年：ぞう列車が走って５０周年記念行事として「ぞうれっしゃのなかまたちの会」東山動物園にモニュメント寄贈、 

子ども議会開催（７月東山動物園）。記念音楽会（11月県勤労会館）、合唱組曲「ぞうのつばさで」創作・初演。 

670人の｢ぞう｣全国合同演奏。 

2001年：６月、「ぞう」国際交流コンサート（県勤労会館） ８月、ぞうのふるさとタイでの交流(ホームステイ)と｢ぞう｣タイ公

演（チェンマイ、バンコク） 10月、韓国にて｢世界ソリ祝祭｣招聘･日本のうたごえとして｢ぞう｣韓国公演（全州） 12

月、｢臨時教員問題の改善を求める会｣とともに音楽会「学校」開催（市芸術創造センター）。 

2002年：8月、合唱組曲「ぞうのつばさで」改作･初演 、タイの『ＺＵＺＵ(ｽｰｽｰ)』バンドと共に（県勤労会館）。 

2003年：6月、ホタルの里＜滋賀県山東町＞｢とべないホタル｣演奏、11月に小学校公演。  

2004年：４月、愛唱曲と「とべないホタル」を中心にミニコンサート「みちくさコンサート」を開催。  

2005年：７月、戦後 60周年、合唱劇「ピカドンたけやぶ」再演（市芸術創造センター）。8月、豊川親子合唱団たけのこと広島

で公演。10月、合唱団オリジナル CD・学童保育所応援歌「放課後のおうち」出版。 

2006年：6月、「ぞう」初演 20年・絵本初版 30年記念国際交流コンサート開催（県勤労会館）。10月、中国・南京へ「ぞう」

音楽文化交流ツアー。南京市の５つの合唱団と「ぞう」合同演奏（南京芸術学院ホール）。南京市赤壁路小学校でも交

流コンサートで「ぞう」演奏。 

2007年：11月、合唱劇「カネト」をうたう合唱団、名古屋青年合唱団、OH!人生男声合唱団と共同で、合唱劇「カネト」名古屋

初演音楽会開催（県勤労会館 指揮：井戸清輔氏）。 

2008年：7月、上記合唱団と共同で合唱劇「カネト」旭川公演に参加（旭川市文化会館）。 

2009年：ゾウ列車が走って 60年記念＜ぞう夏祭り＞、子ども議会（７月東山動物園）、記念音楽会（11月県勤労会館）。 

2010年：7月、「ぞう」子ども版 CDブック（音楽センター出版）録音・発行。11月、インドのボーンフリーアートスクールで

「インド版ぞう」仮レコーディング。 

2011 年：5 月「インド版ぞう」本番用 CD レコーディング。8 月「2011 全国教育のうたごえ祭典 in あいち」を実行委員会と

して開催。インドのボーンフリーアートスクールメンバーを他団体と共に日本に招聘、広島・福岡・長崎・大阪・名古

屋・東京にて「インド版ぞう」など公演をプロデュース。 

2012年：6月、合唱団オリジナル愛唱曲 CD・楽譜集「えのぐたち」出版。 

2013年：１月、名古屋南京友好都市３０周年記念音楽会参加（実行委員会・出演）（市国際センター）３月、名古屋青年合唱団「春

をよぶコンサート」友情出演 １０月、合唱ミュージカル「バックトゥザ・フーちゃん」制作初演（みどりの杜合唱団

と共同 長久手市文化の家）。 

2014年：１月、２０１４子どもの幸せと平和を願う音楽会・ミュージカル「バックトゥザ・フーちゃん」名古屋公演（市芸術創

造センター） ３月、本物のぞう列車 65周年「ぞう」木下サーカス公演（名古屋）。 

2015 年：１月、２０１５子どもの幸せと平和を願う音楽会「ぞう」公演。（市教育センター） １１月、2015 日本のうたごえ

祭典 in 愛知・大音楽会「ぞう」全国 2000人合同に参加（ガイシホール）。 

2017年：1月、2017子どもの幸せと平和を願う音楽会・合唱ミュージカル「とべないホタル」公演（2曲追加、ウイルあいち）。

８月、劇版「ぞう」公演（市芸術創造センター 劇版のための新曲あり）に参加。2017 年：９月、青い目の人形・答

礼人形を里帰りさせる会ファイナルコンサート参加（市博物館ホール）。 

2018年：合唱ミュージカル「海を渡ったエイミー～青い目の人形物語」創作初演（みどりの杜合唱団と共同 3月長久手市  

文化の家、6月市芸術創造センター）。 

2019 年：3 月、ぞう 5000 プロジェクトとして「ぞう」チェコ音楽文化交流参加（フラデツクラローヴェコンサートホールに

て、チェコ少年合唱団ボニ・プエリとジョイントコンサート）。6 月、合唱ミュージカル「ぞうれっしゃ～とどけ！ぼ

くらのねがい」公演（ブラスアンサンブル＜リアルノーツ＞と共演、市芸術創造センター）。 

2020年：新型コロナ感染拡大により、７月に計画した「43周年ありがとうの会」を 12月に延期し、更に 2022年に延期。 

2021年：２月、団創立 43周年記念誌発行。 

2021年：１２月、合唱ミュージカル「バックトゥザ・フーちゃんⅡ」創作上演（12月 25・26 日） 

http://www015.upp.so-net.ne.jp/shiawase/sak_shokai.htm#zou
http://www015.upp.so-net.ne.jp/shiawase/sak_con.htm
http://www015.upp.so-net.ne.jp/shiawase/sak_shokai.htm#pikadon
http://www015.upp.so-net.ne.jp/shiawase/sak_shokai.htm#hotaru
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